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10.5

10.1

59.8

64.5

9.4

10.7

3.1

3.5

11.4

8.0

1.5

1.3

4.3

1.9

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

今回（R1）調査

（ｎ=1,143）

前回（H27）調査

（ｎ=991）

非常に住みよい まあまあ住みよい やや住みにくい

非常に住みにくい どちらともいえない わからない

無回答

資料：アンケート調査結果 

１ 調査概要 

項項項項 目目目目    内内内内 容容容容    

調 査 対 象 

① 市内にお住まいの平成 11 年（1999 年）4月 1 日以前に生まれた市民の中か

ら、3,000 人を無作為抽出 

② 市内の平成 13 年（2001 年）4 月 2 日～平成 16 年（2004 年）4 月 1 日まで

の間に生まれた市民の中から、1,000 名を無作為抽出 

③ 転入・転出届の提出者

調 査 方 法 

①② 郵送による発送・回収（無記名） 

③ 市窓口にて配布、その場で記入・回収（無記名）

調 査 期 間 

①② 令和元年（2019 年）7 月 1 日～7 月 16 日 

③ 令和元年（2019 年）6月 24 日～7月 19 日

回 収 状 況 

① 配布数：3,000 人 有効回答数：1,143 人 回答率：38.1％ 

② 配布数：1,000 人 有効回答数：310 人 回答率：31.0％ 

③ 転入：31 人 転出：37 人 

２ 調査結果概要 

旭市の旭市の旭市の旭市の暮らし暮らし暮らし暮らしについてについてについてについて    

◎◎◎◎    旭市旭市旭市旭市の住みやすさについての住みやすさについての住みやすさについての住みやすさについて（市民対象）（市民対象）（市民対象）（市民対象）    

問 総合的にみて、旭市は住みよいまちだと思いますか。 

○ 旭市の住みやすさについては、「非常に住みよい」が10.5％、「まあまあ住みよい」が59.8％

となっており、全体の 70.3％が住みよいまちであると感じていると答えています。 

○ 前回調査（H27）と比較すると、旭市が“住みやすい”（「非常に住みよい」+「まあまあ

住みよい」）の割合は 4.3 ポイント、旭市が“住みにくい”（「非常に住みにくい」+「ま

あまあ住みにくい」）の割合は 1.7 ポイント減少しています。 

※回答数（ｎ）について：構成比算出の母数、つまり、当該設問の回答者数を示しています。 

令 和 元 年 ９ 月 ２ ６ 日

旭市総合戦略推進委員会

資料２

kikaku
長方形
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49.4

47.9

28.2

30.5

1.7

2.4

7.8

4.1

8.4

12.7

4.5

2.3

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

今回（R1）調査

（ｎ=1,143）

前回（H27）調査

（ｎ=991）

ずっと住み続けたい 当分は住み続けたい 市内で転居したい

市外へ転出したい わからない 無回答

 

項目名項目名項目名項目名    

今回結果今回結果今回結果今回結果    

((((令和元年令和元年令和元年令和元年))))    

前回結果前回結果前回結果前回結果    

((((平成平成平成平成 27272727 年年年年))))    

（（（（差差差差））））    

※前回調査との差： 

“住みやすい”と回答した割合（「非常

に住みやすい」、「まあまあ住みやす

い」の合計）の前回調査との差    

“住みやすい” 70.3 74.6 -4.3 

“住みにくい” 12.5 14.2 -1.7 

 

 

◎◎◎◎    定住意向定住意向定住意向定住意向についてについてについてについて（市民対象）（市民対象）（市民対象）（市民対象）    

問 これからもずっと旭市に住み続けたいと思いますか。 

住み続けたい、転出したい理由についてもあわせてお聞かせください。 

 

○ 定住意向については、「ずっと住み続けたい」が 49.4％と最も多くなっています。次いで

「当分は住み続けたい」が 28.2％、「市外へ転出したい」が 7.8％となっています。 

○ 前回調査（H27）と比較すると、旭市に「住み続けたい」（「ずっと住み続けたい」+「当

分は住み続けたい」）の割合は 0.8 ポイント減少し「市外へ転出したい」の割合は 3.7 ポ

イント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名項目名項目名項目名    

今回結果今回結果今回結果今回結果    

((((令和元年令和元年令和元年令和元年))))    

前回結果前回結果前回結果前回結果    

((((平成平成平成平成 27272727 年年年年))))    

（（（（差差差差））））    

※前回調査との差： 

“住み続けたい”と回答した割合（「ず

っと住み続けたい」、「当分は住み続け

たい」の合計）の前回調査との差    

“住み続けたい” 77.6 78.4 -0.8 

“転居したい” 9.5 6.5 +3.0 

 

○ 旭市に“住み続けたい”理由については、「自然環境に恵まれている」（45.8％）、「両親

や親戚が市内に住んでいる」（35.1％）といった自然環境や地縁に関する理由が上位に挙

がっています。 

○ 旭市から“転出したい”理由については、「交通の便が悪い、通勤・通学に不便」（62.9％）、

「買い物や生活に不便」（40.4％）、「行政サービスがよくない」（39.3％）といった利便

性に関する理由が上位に挙がっています。 

 

住み続けたい・転居したい理由について（上位 3 位） 

住み続けたい理由住み続けたい理由住み続けたい理由住み続けたい理由（（（（n=n=n=n=887887887887））））        転居したい理由転居したい理由転居したい理由転居したい理由（（（（n=89n=89n=89n=89））））    

第 1位 自然環境に恵まれている（45.8％）  第 1位 

交通の便が悪い、通勤・通学に不便

（62.9％） 

第 2位 両親や親戚が市内に住んでいる（35.1％）  第 2位 買い物や生活に不便（40.4％） 

第 3位 

買い物や生活に便利・特に転居したいとこ

ろがない（31.9％） 

 第 3位 行政サービスがよくない（39.3％） 
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45.1 

42.5 

39.5 

32.1 

21.5 

21.3 

18.7 

16.9 

8.8 

6.6 

1.0 

3.0 

3.4 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

収入・家計に関すること

自分の健康に関すること

介護や医療に関すること

家族の健康に関すること

子育てや子どもの将来に関すること

日常の買い物や移動手段に関すること

災害に関すること

家族や配偶者に先立たれた後のこと

住まいに関すること

就職に関すること

その他

特にない

無回答

 

◎◎◎◎    将来の暮らしに感じる不安や悩み将来の暮らしに感じる不安や悩み将来の暮らしに感じる不安や悩み将来の暮らしに感じる不安や悩み（市民対象）（市民対象）（市民対象）（市民対象）    

問 あなたは、将来の暮らしについて、どのようなことに悩みや不安を感じますか。 

 

○ 将来の暮らしに感じる不安や悩みについては、「収入・家計に関すること」（45.1％）が

最も多く、次いで「自分の健康に関すること」（42.5％）、「介護や医療に関すること」

（39.5％）が上位に挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－ 4 － 

 

旭市の取り組み旭市の取り組み旭市の取り組み旭市の取り組みにににについてついてついてついて    

 

◎◎◎◎    施策に対する満足度施策に対する満足度施策に対する満足度施策に対する満足度について（市民対象）について（市民対象）について（市民対象）について（市民対象）    

問 これまで進めてきたまちづくりの「満足度」をお答えください。 

 

○ これまで進めてきたまちづくりに対して、

※

満足度の高い施策では、「安全・安心な水の

供給」（54.5％）が最も多く、次いで「医療の充実」（53.8％）、「保健の充実」（53.6％）

が上位に挙がっています。 

○ 

※

不満度の高い施策としては、「公共交通網の整備」（59.0％）が最も多く、次いで「安全

で快適な道路の整備」（55.0％）、「雇用の確保」（46.0％）が上位に挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※満足度・不満度： 

満足度は「満足」、「やや満足」と回答した割合、不満度は「不満」、「やや不満」と回答した割合 
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29.4
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34.5

29.0
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35.3

55.0

27.8

24.2

25.0

30.0

24.4

36.0

59.0

42.1

26.3

27.6

27.8

46.0

24.6

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

19 安…

9 医…

5 保…

30 消…

28 震…

20 公…

6 ス…

25 広…

7 子…

11 学…

31 交…

21 良…

1 農…

8 地…

13 芸…

23 良…

16 定…

12 生…

29 防…

14 青…

27 高…

18 安…

17 交…

10 障…

15 互…

32 消…

26 地…

2 商…

22 公…

3 観…

24 協…

33 行…

34 自…

4 雇…

35 資…

54.5

53.8

53.6

53.3

46.4

45.9

45.5

45.3

41.6

41.4

40.5

39.1

38.9

36.4

35.3

34.4

32.6

32.4

32.0

31.6

30.6

29.2

27.9

26.8

26.0

24.4

23.7

23.4

23.4

22.6

22.4

18.6

16.4

14.2

12.3

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

19 安全・安心な水の供給

9 医療の充実

5 保健の充実

30 消防力の強化

28 震災からの復興と防災力の強化

20 公園の充実

6 スポーツの振興

25 広報・広聴・情報公開の充実

7 子育て支援の充実

11 学校教育の充実

31 交通安全対策の強化

21 良好な生活環境の形成

1 農水産業の振興

8 地域福祉の充実

13 芸術文化の振興・伝統文化の保存

23 良質な環境の保全

16 定住の促進

12 生涯学習の充実

29 防犯対策の充実

14 青少年の健全育成

27 高齢者福祉の充実

18 安全で快適な道路の整備

17 交流の促進

10 障害者福祉の充実

15 互いに認め合う社会の形成

32 消費者の保護

26 地域包括ケアシステムの構築

2 商工業の振興

22 公共交通網の整備

3 観光の振興

24 協働の促進

33 行政経営の推進

34 自立のための財政の推進

4 雇用の確保

35 資産マネジメント体制の確立

［ 不 満 度 ］［ 満 足 度 ］
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◎◎◎◎    優先すべき施策について優先すべき施策について優先すべき施策について優先すべき施策について（市民対象）（市民対象）（市民対象）（市民対象）    

問 優先的に実施してほしいと思うことは何ですか。 

 

○ 市に優先的に実施してほしい取り組みについては、「市道の整備」（40.0％）が最も多く、

次いで「地域間連絡道路の整備」（33.9％）、「コミュニティバス等の運行」（33.8％）が

上位に挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.0 

33.9 

33.8 

32.3 

32.2 

31.1 

31.1 

30.4 

28.3 

22.6 

20.5 

20.3 

20.1 

19.5 

19.1 

18.4 

15.8 

15.7 

15.6 

15.5 

15.5 

15.2 

15.1 

14.3 

14.0 

12.9 

12.5 

11.8 

11.6 

10.9 

9.6 

8.2 

7.9 

7.3 

6.5 

5.0 

2.1 

33.5 

30.0 

22.7 

23.9 

33.9 

35.1 

24.5 

24.3 

27.1 

25.8 

22.0 

20.2 

18.1 

17.4 

18.0 

19.3 

16.5 

13.9 

18.1 

13.2 

14.5 

11.5 

15.1 

12.7 

8.9 

8.9 

10.9 

7.5 

8.5 

9.8 

3.3 

7.0 

4.3 

1.9 

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％

市道の整備

地域間連絡道路の整備

コミュニティバス等の運行

次世代の育成・支援

職員数の適正化・職員の能力向上

旭中央病院の充実

不法投棄の監視体制の強化

企業誘致の推進

防犯体制の充実

排水路の整備

介護予防の推進

農業後継者の育成

シティセールスの推進

障害者の支援

ごみの減量化・資源化の推進

行政組織の効率的な運営

健康づくりの推進

バリアフリーの推進

生活排水処理施設の整備

交流イベントの充実・観光客の誘致

観光・交流拠点の整備

情報公開の推進

公園の整備

公共施設の再編

旭中央病院へのアクセス道路の整備

小・中学校の再編

商業後継者の育成

上水道の整備

農業基盤の整備

ボランティア・NPOへの支援

図書館の整備

保育所の再編

畜産環境の整備

交流施設の整備

生涯学習センターの整備

その他

無回答

今回（R1）調査

（ｎ=1,143）

前回（H27）調査

（ｎ=991）
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48.5

45.2

34.9

33.4

27.4

18.2

17.0

10.3

1.2

3.6

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％

医療･福祉･健康関係の産業振興

農業の振興

新たな企業の誘致

地元素材を活用した特産品の開発

観光の振興

商業の振興

水産業の振興

工業の振興

その他

無回答

48.7

35.3

30.5

27.5

21.2

19.8

17.3

16.4

14.5

12.8

9.4

6.2

5.0

0.7

2.5

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％

公共交通など移動手段の充実

寝たきり、ひとり暮らし世帯などへの在宅サービスの充実

高齢者の働く場や情報の提供

老人ホームなど介護施設の整備

身近な医療機関の整備

ホームヘルパー等のスタッフの養成・増員

高齢者同士の交流の場・機会の充実

道路・公共施設でのバリアフリーの推進

健康づくりや健診など保健対策の充実

レクリエーションの場や学習・趣味活動の場の提供

緊急通報システムの充実

幼児や青少年とのふれあいの場の充実

ボランティア活動の推進と養成

その他

無回答

 

 

◎◎◎◎    期待する個別施策について期待する個別施策について期待する個別施策について期待する個別施策について    

①①①①    産業振興産業振興産業振興産業振興（市民対象）（市民対象）（市民対象）（市民対象）    

問 「産業の振興」について、特にどの分野に力を入れるべきとお考えですか。 

 

○ 産業の振興について力を入れるべき分野については、「医療･福祉･健康関係の産業振興」

（48.5％）が最も多く、次いで「農業の振興」（45.2％）、「新たな企業の誘致」（34.9％）

が上位に挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②②②②    高齢者の福祉対策、生きがい対策高齢者の福祉対策、生きがい対策高齢者の福祉対策、生きがい対策高齢者の福祉対策、生きがい対策（市民対象）（市民対象）（市民対象）（市民対象）    

問 「高齢者の福祉対策」、「生きがい対策」として、今後どのようなことに力を入れるべ

きだと思いますか。 

 

○ 高齢者の福祉対策、生きがい対策として力を入れるべきことについては、「公共交通など

移動手段の充実」（48.7％）が最も多く、次いで「寝たきり、ひとり暮らし世帯などへの

在宅サービスの充実」（35.3％）、「高齢者の働く場や情報の提供」（30.5％）が上位に挙

がっています。 
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55.1 

44.9 

33.9 

24.6 

24.2 

23.5 

21.9 

20.6 

1.6 

5.2 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

経済的負担の軽減

急な病気にも対応できるような小児医療サービスの充実

乳幼児保育の充実

地域の交通安全や防犯対策の強化

子どもがのびのびと遊べる施設の整備

出産や育児について気軽に相談できる環境づくり

学童保育の充実

地域全体で子育てを行う環境・体制づくり

その他

無回答

51.2 

39.8 

39.2 

38.1 

25.5 

22.4 

16.7 

12.9 

12.9 

5.3 

1.8 

3.6 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

雇用の拡大

医療・福祉の充実

買い物など日常生活の利便性向上

子育て支援

産業の振興

ワークライフバランスの充実

移住・定住の促進

教育環境の充実

街並みなど住環境の整備

地域資源の活用

その他

無回答

 

③③③③    少子化対策、地域の子育て支援少子化対策、地域の子育て支援少子化対策、地域の子育て支援少子化対策、地域の子育て支援（市民対象）（市民対象）（市民対象）（市民対象）    

問 「少子化対策」、「地域の子育て支援」として、今後どのようなことに力を入れるべき

だと思いますか。 

 

○ 少子化対策、地域の子育て支援として力を入れるべきことについては、「経済的負担の軽

減」（55.1％）が最も多く、次いで「急な病気にも対応できるような小児医療サービスの

充実」（44.9％）、「乳幼児保育の充実(延長保育・休日保育・一時保育など)」（33.9％）

が上位に挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎◎◎◎    人口増加・定住促進対策について人口増加・定住促進対策について人口増加・定住促進対策について人口増加・定住促進対策について（市民対象）（市民対象）（市民対象）（市民対象）    

問 「人口を増やす」ため、また「人口の流出を防ぐ（定住促進）」ために必要だと思うこ

とは何ですか。 

 

○ 人口増加・定住促進のために必要なことについては、「雇用の拡大」（51.2％）が最も多

く、次いで「医療・福祉の充実」（39.8％）、「買い物など日常生活の利便性向上」（39.2％）

が上位に挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－ 8 － 

50.5

44.9

30.5

25.2

23.5

22.7

21.4

13.1

2.8

5.9

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

子育てにかかる経済的負担の軽減

仕事と家庭生活の両立支援

出会いの場の提供等の結婚支援

若者の就業への支援

子育てにかかる精神的、肉体的負担の軽減

大学教育費用の負担軽減

社会全体で若者の自立や子育てを支援する意識づくり

結婚の意義やメリットについての啓発

その他

無回答

48.7

42.4

28.5

25.8

21.6

21.4

13.3

11.1

9.4

6.2

6.1

3.9

1.6

4.9

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

賃金等の労働条件改善

魅力ある雇用の場の創出

女性の再就職支援

就職に有利な資格の取得支援

求人を拡大する企業への補助

就職情報の提供

職業相談体制の充実

就労体験、インターンシップの充実

子ども向け職業体験や職業観の醸成

就職活動に関する講座やセミナーの開催

職業訓練機会の充実

合同説明会の開催

その他

無回答

 

◎◎◎◎    結婚（晩婚化・未婚化対策）について結婚（晩婚化・未婚化対策）について結婚（晩婚化・未婚化対策）について結婚（晩婚化・未婚化対策）について（市民対象）（市民対象）（市民対象）（市民対象）    

問 「晩婚化・未婚化」が進むのを「抑制」するために、今後どのようなことに力を入れ

るべきだと思いますか。 

 

○ 晩婚化・未婚化の抑制のために力を入れるべきことについては、「子育てにかかる経済的

負担の軽減」（50.5％）が最も多く、次いで「仕事と家庭生活の両立支援」（44.9％）、「出

会いの場の提供等の結婚支援」（30.5％）が上位に挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雇用促進対策について雇用促進対策について雇用促進対策について雇用促進対策について    

 

◎◎◎◎    雇用促進のため必要なこと雇用促進のため必要なこと雇用促進のため必要なこと雇用促進のため必要なこと（市民対象）（市民対象）（市民対象）（市民対象）    

問 「雇用促進」のために必要だと思うことは何ですか。 

 

○ 雇用促進のため必要なことについては、「賃金等の労働条件改善」（48.7％）が最も多く、

次いで「魅力ある雇用の場の創出」（42.4％）、「女性の再就職支援」（28.5％）が上位に

挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－ 9 － 

26.5 

19.4 

10.6 

4.5 

4.2 

3.5 

0.6 

0.3 

0.0 

0.0 

12.9 

9.7 

7.7 

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％

旭市内

東京都

千葉市

成田市

東京都・茨城県以外の関東圏

その他

茨城県

匝瑳市

銚子市

香取市

旭市から通える地域であれば、どこでもよい

就職できれば、どこでもよい

無回答

60.0 

52.3 

26.1 

22.6 

21.6 

16.8 

9.0 

8.4 

8.1 

1.6 

2.3 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

若者にとってやりがいのある仕事の創出

賃金・給与などの待遇改善

職場での福利厚生の充実

新たな企業の誘致

若者の雇用に対する事業者への支援

研修など技術習得の支援

市内の雇用情報発信の充実

インターンシップの導入・充実

中小企業等の事業拡大への支援

その他

無回答

 

◎◎◎◎    就職希望地域就職希望地域就職希望地域就職希望地域（（（（第第第第 1111 希望：希望：希望：希望：若者世代対象）若者世代対象）若者世代対象）若者世代対象）    

問 就職を希望する「地域」はどこですか。また、第1希望の地域を選んだ理由は何ですか。 

 

○ 就職を希望する地域について、第 1希望では「旭市内」（26.5％）が最も多く、次いで「東

京都」（19.4％）、「千葉市」（10.6％）が上位に挙がっています。 

○ 第 1 希望の地域を選択した理由については、「生活をする上で利便性(公共交通機関、買

い物など)が高いから」（38.8％）が最も多く、次いで「その地域に希望する就職先の企

業があるから」（27.3％）、「実家から就職先の企業・職場に通勤できるから」（23.4％）

が上位に挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第第第 1111 希望の地域を選択した理由希望の地域を選択した理由希望の地域を選択した理由希望の地域を選択した理由（（（（n=n=n=n=286286286286））））    

第 1 位 生活をする上で利便性(公共交通機関、買い物など)が高いから（38.8％） 

第 2 位 その地域に希望する就職先の企業があるから（27.3％） 

第 3 位 実家から就職先の企業・職場に通勤できるから（23.4％） 

 

 

◎◎◎◎    若者世代が旭市で働くために必要なもの若者世代が旭市で働くために必要なもの若者世代が旭市で働くために必要なもの若者世代が旭市で働くために必要なもの（若者世代対象）（若者世代対象）（若者世代対象）（若者世代対象）    

問 若い世代が旭市で働くために必要なものは何だと思いますか。 

 

○ 若い世代が旭市で働くために必要だと思うことについては、「若者にとってやりがいのあ

る仕事の創出」（60.0％）と最も多く、次いで「賃金・給与などの待遇改善」（52.3％）、

「職場での福利厚生の充実」（26.1％）が上位に挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－ 10 － 

51.6 

22.6 

12.9 

6.5 

0.0 

6.5 

0.0 

59.5 

18.9 

13.5 

2.7 

0.0 

5.4 

0.0 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

仕事の関係(就職・転職・転勤・退職など)

結婚・離婚のため

親や子ども、その他親族との同居・近居のため

住宅の関係(家の新築・借家の借り換えなど)

学校の関係(進学・通学・転校など)

その他

無回答

転入者（ｎ=31）

転出者（ｎ=37）

49.4 

49.4 

32.3 

29.0 

24.8 

13.2 

1.6 

3.2 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

企業情報などの情報発信

資格取得に関する支援

企業などと連携した職業体験

就労に関する相談窓口

起業支援

職場環境向上のための企業向け広報

その他

無回答

 

 

◎◎◎◎    旭市の就労・雇用の充実を図るために、市が行う必要があると感じる支援旭市の就労・雇用の充実を図るために、市が行う必要があると感じる支援旭市の就労・雇用の充実を図るために、市が行う必要があると感じる支援旭市の就労・雇用の充実を図るために、市が行う必要があると感じる支援（若者世代対象）（若者世代対象）（若者世代対象）（若者世代対象）    

問 旭市の就労・雇用の充実を図るために、市が行う必要があると感じる支援はどのよう

なことですか。 

 

○ 就労・雇用の充実を図るために必要な支援については、「企業情報などの情報発信」、「資

格取得に関する支援」（ともに 49.4％）が最も多く、次いで「企業などと連携した職業体

験」（32.3％）、「就労に関する相談窓口」（29.0％）が上位に挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入・転出転入・転出転入・転出転入・転出についてについてについてについて    

 

◎◎◎◎    転入・転出理由転入・転出理由転入・転出理由転入・転出理由（（（（転入・転出者転入・転出者転入・転出者転入・転出者対象）対象）対象）対象）    

問 旭市に転入・転出される理由は何ですか。 

 

○ 旭市に転入・転出される理由については、いずれも「仕事の関係(就職・転職・転勤・退

職など)」、「結婚・離婚のため」、「親や子ども、その他親族との同居・近居のため」が、

それぞれ上位に挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


